
基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
事
業

【
特
集
】

基山町基山町基山町

きやま 検索

平成27年７月31日発行

平成27年 第２回定例会

６月議会

No.54
∼基肄城跡のある基

き

山
ざん

山頂にそびえる
天智天皇欽仰之碑とタマタマ石∼

この碑は、天智天皇が大野城や基肄城を築造し
たことなどの偉業を讃えるため、昭和８年に建立
された。



平成27年６月 2

特

集

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
事
業

こ
の
地
を
、

見
守
り
続
け
て
⋮

基
き

山
ざん

展望台改修
(老朽化した展望台の改修）

情報発信事業
(当時の風景や歴史的説明が可能なシステム）

宣伝用マグネットシート作成
(コミュニティバスにPRシートを貼付）

きやまんエアタイプ作成
(気軽に動けるきやまんの作成）

観光グッズ製作事業
（きやまんの「おきあがりこぼし」）

案内看板設置
（子どもたちによるちぎり絵看板ほか）

基
山
町
民
に
と
っ
て
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
き
た
基
肄
城
が

節
目
の
年
を
迎
え
た
。

こ
れ
ま
で
に
受
け
継
い
で
き
た
も
の
、

こ
れ
か
ら
引
き
継
い
で
い
き
た
い
こ
と
。

そ
の
節
目
と
な
る
べ
く
平
成

年
度
は

27

数
々
の
事
業
を
通
じ
、

改
め
て
こ
の
存
在
の
大
き
さ
に
気
付
く
。

悠
久
の
時
を
超
え
て

今
、
未
来
へ

環境整備事業環境整備事業

関連総事業費

5,400万円
（６月補正終了時）

町単独事業費 2,180万円

観光協会補助金 40万円

文化庁補助金 48万円

さが段階チャレンジ交付金 827万円

地方創生交付金 2,305万円
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まさきひろこファミリーコンサート（町民会館）
ベルギー在住のソプラノ歌手正木裕子さんのコンサート（終了）

基山サマーカップ（総合体育館前広場）
８歳以下の子どもたちによるランバイクレース

｢霧島の花嫁」基山公演（町民会館）
基山町出身の西山水木さんが出演する舞台

出張！なんでも鑑定団 in 基山（町民会館）
TV東京「開運！なんでも鑑定団」の出張鑑定を開催

キャンドルナイト in きやま（総合体育館前広場）

基肄城コン（基肄城跡周辺）
独身男女を対象とした史跡巡りと懇親会、婚活セミナー

草守基肄（くさすきい）大会（基
き

山
ざん

山頂付近）
子どもから大人まで参加できる草スキー大会

プレミアム商品券発行（基山町商工会）
基肄城築造1350年を記念し、10％プレミアム付き商品券の発行

７月
12日（日）

８月
９日（日）

９月

３日（木）

20日（日）

26日（土）

27日（日）

27日（日）

10月
３日（土）

10月
２日（金）

３日（土）

３日（土）

日程未定

基肄城跡等見学会、自治体首長会議、レセプション

荒穂神社御神幸祭伝統芸能披露、記念講演会「史跡の活用」

基山町立小中学校合同創作劇「こころつないで〜基肄城に秘められたおもい〜」

麺フェスタ事業
基山町及び周辺の麺類店舗が一同に会しPR実食販売、プレミアム飲食券を検討

きやまKAPPO事業
基山町内まちなか飲み歩き、プレミアム飲食券を検討

基肄城築造1350年冠事業スケジュール基肄城築造1350年冠事業スケジュール

第５回古代山城サミット記念式典第５回古代山城サミット記念式典



平成27年６月 4

議案第17号

主 な 議 案 審 議

第５次基山町総合計画特別委員会を設置し「継続審査」

平成28年度から37年度までの基山町の方向性を示した基本構想および基本計画策定が上程された。基山町議会

は委員会条例第４条の規定により特別委員会を設置し、この議案を継続審査することとした。特別委員会は議長

を除く全議員12名で構成される。

平成27年度 一般会計補正予算

議案第18号・同意４号

監査委員報酬(有識者)および選任同意

有識者枠の監査委員報酬が他市町と比較すると定額

であるため、今回、年額281,500円から340,000円に引き

上げられた。なお、今議会において前任者の任期満了

に伴い、けやき台三丁目の過能義隆氏を監査委員に選

任した。

議案第19号

ふるさと納税ワンストップ特例制度の創設

ふるさと納税をしたさいに、翌年度の住民税で確定

申告を行った場合と同額が控除される。マイナンバー

制度等が実施されるまでの特例制度。ふるさと納税が

５自治体を超えた場合は、通常の確定申告が必要。

主な補正内容

ごみ処理施設運営負担金(塵芥処理費)

1,156万円

１人当たりのごみ搬入量が筑紫野市、小郡市より基

山町が多いことに起因する。

リサイクル、分別等、ごみの処理方法について町民へ

の理解を求める。

暗渠排水工事費(農地費)

△2,892万円

当初は城戸・吉原地区、園部地区、向平原地区での工

事の実施を予定していたが、補助金の内示額が申請額

から減額となったため、園部地区を先行して実施する

ことになった。

来年度以降も引き続き補助金申請を行い、全面積を

実施していく予定。

議案第21号

3,472万円を追加し、総額62億1,831万円

▲筑紫野市、小郡市、基山町による共同運営ごみ処理
施設（クリーンヒル宝満）
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〇

久
保
山
義
明

〇

〇

〇

桒
野

久
明

〇

〇

×

×

末
次

明

12

大
久
保
由
美
子

松
石

健
児

〇

〇

〇

継 続 審 査

〇

〇 〇

全議員異議なく同意

松
石

信
男

品
川

義
則

大
山

勝
代

重
松

一
徳

河
野

保
久

賛 否 表

木
村

照
夫

牧
薗

綾
子

〇

〇 〇 〇

〇

1110987654321

〇

〇

〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇〇〇

全議員異議なく同意

〇×〇〇〇〇〇〇

賛成は○、反対は× 議長は採決に加わりません。

議案
17

承認
３

承認
２

第
２
回
定
例
会

承認
１

同意
３

議案
番号

同
意

同
意

監査委員（議会選出）の選任に
つき同意を求めることについ
て

第
２
回
臨
時
会

結果

監査委員（有識者）の選任につ
き同意を求めることについて

議 案区分

議案
22

議案
21

専決処分の承認を求めること
について（国民健康保険条例の
一部を改正する条例）

議案
20

同意
４

専決処分の承認を求めること
について（平成26年度一般会計
補正予算（第９号））

第５次総合計画基本構想及び
基本計画について

非常勤特別職の報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正
について

税条例の一部改正について
議案
19

議案
18

承
認

承
認

可
決

可
決

承
認

専決処分の承認を求めること
について（税条例の一部を改正
する条例）

佐賀県市町総合事務組合規約
の変更について

可
決

平成27年度一般会計補正予算
（第１号）

可
決

平成27年度国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）

可
決

平成27年 第２回臨時会・第２回定例会議案賛否表平成27年 第２回臨時会・第２回定例会議案賛否表
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12人が町政を問う
一一般質問般質問一般質問般質問一般質問

町議会ホームページ
http://www.town.kiyama.lg.jp/site/gikai/

　一般質問とは、議員が町政について自由に質
問をすることをいいます。質問する項目は事前
に通告します。基山町の場合は、時間内であれ
ば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答
方式」を採用しています。
　本議会の様子はYouTube（ユーチューブ）で
試験的に配信しています。視聴方法等は町議会
ホームページをご覧ください。

（傍聴者 のべ113人）

初めて議会を傍聴させて頂きました。日曜日の議

会ということでたくさんの方が傍聴に来られていま

したが、静かな中にも町長さんを始め、議員さんや

役場担当者さんの真剣な議事の進行を食い入るよう

に見てしまいました。

広報きやまや議会だよりは毎回欠かさずに見てい

るものの、決定されるまでの審議の過程を見れると

いうのはより興味も理解も深まると感じ、議会の傍

聴はとても意義のあるものだと思いました。

当たり前と言われるかも知れませんが、町の発展

のために勉強をされている議員さんと役場の担当者

さんが質疑応答される様子は年齢を問わず、たくさ

んの方に傍聴してもらい、自分たちの住む町の未来

に町民みんながもっと関心を持っていきたいもので

す。

今回２名の方の質問を聴かせて頂きましたが、真

剣に60分間聴いている分、10分間の休憩の時間が

あっという間に過ぎました。30分早めに開始し、休

憩をあと５分間増して頂くとリフレッシュできて、

あと１名、もう１名聴いていこうと思えると思いま

す。

５区 山 本 頼 子

６月に休日議会があると聞いて初めて議会を傍聴

させて頂きました。今までも一度は議会を傍聴して

みたいと思っていましたけど、なかなか行く機会が

なく諦めていました。

今年の４月の町議選で同世代の人たちが新たに議

員となられ、どの様な一般質問をされるのかに興味

をもちました。各議員の質問に対し基山町の執行部

の皆様もこれからの基山町の事を考えて熱心に対応

されていました。

私が生まれ育った利便性もあり自然豊かな基山も

様々な問題が山積しています。私達世代も協力しま

すので町民一丸となって取り組めたらと思います。

３区 中 村 幸 弘

傍 聴 記

▲議員改選後初の休日議会の様子
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を
図
る
た
め
︑
定
住
促
進
室

を
設
け
た
︒
ま
た
︑
産
業
振

興
課
に
六
次
産
業
化
推
進
室

を
設
け
︑
農
商
工
業
の
産
業

活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
︒

問

人
口
増
対
策
の
具
体
的

対
策
と
、
今
年
度
の
人
口
増

の
目
標
数
値
は
あ
る
の
か
。

答

基
山
町
の
実
態
を
つ
か

ん
で
戦
略
を
考
え
る
の
で
︑

目
標
値
は
設
定
し
て
い
な
い
︒

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ

ン
に
つ
い
て

問

共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン

の
見
直
し
は
。

答

推
進
委
員
会
を
設
置
し

見
直
し
を
す
る
︒

問

現
在
の
女
性

参
画
率
は
。

答

平
成

年
度

21

が

・
１
％
︒
平

16
成

年
３
月

日

27

31

現
在
で
︑

・
４

24

％
で
あ
る
︒

問

な
ぜ
行
政
機
構
の
見
直

し
を
行
っ
た
の
か
。

答

地
方
分
権
の
進
展
︑
少

子
高
齢
化
︑
危
機
管
理
へ
の

対
応
や
国
と
地
方
が
一
体
と

な
り
人
口
減
少
を
抑
制
す
る

た
め
の
地
方
創
生
事
業
な
ど

に
対
し
︑
柔
軟
か
つ
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
︒
特
に
︑
喫

緊
の
課
題
の
人
口
減
少
問
題

の
対
応
策
に
取
り
組
む
た

め
︑
ま
ち
づ
く
り
課
を
新
設

し
た
︒

問

新
た
に
３
つ
の
｢
室
｣
が

設
置
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

答

課
と
係
の
中
間
的
な
セ

ク
シ
ョ

ン
︵
区
切
ら
れ
た
部

分
︶
と
し
て
設
置
し
た
︒
総

務
企
画
課
に
情
報
管
理
体
制

の
強
化
を
図
る
た
め
︑
広

報
・
管
理
室
を
︑
ま
ち
づ
く

り
課
に
人
口
増
対
策
の
推
進

問

推
進
プ
ラ
ン
の
見
直
し

の
中
で
町
民
意
識
調
査
を
す

る
の
か
。

答

ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
た

意
識
調
査
に
す
る
か
︑
検
討

し
て
計
画
す
る
︒

問

自
治
公
民
館
の
女
性
役

員
登
用
の
状
況
は
ど
う
か
。

答

女
性
の
館
長
・
副
館
長

は
現
在
い
な
い
︒

問

女
性
登
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答

重
要
な
こ
と
と
考
え
︑

そ
の
趣
旨
を
広
く
周
知
し
て

い
く
︒

問

団
体
長
連
絡
会
や
区
長

会
に
お
い
て
、
女
性
登
用
の

推
進
は
で
き
な
い
か
。

答

女
性
が
参
画
し
て
い
く

意
識
改
革
が
必
要
︒
今
年

度
︑
女
性
の
た
め
の
政
策
参

画
セ
ミ
ナ
ー
を
２
回
計
画
し

実
施
す
る
︒

問

な
ぜ
行
政
機
構
の
大
幅
な
見
直
し
を
し
た
の
か

答

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
た
め

大
久
保
由
美
子
議
員

や
避
難
行
動
に
よ
る
避
難
体

制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
︒

問

全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
防
災
士
と
は
何
か
。

答

防
災
や
緊
急
法
の
知

識
・
技
能
を
持
ち
︑
災
害
時

に
は
避
難
誘
導
や
救
助
︑
避

難
所
の
世
話
な
ど
を
行
う

人
︑
ま
た
は
日
本
防
災
士
機

構
が
認
定
す
る
民
間
資
格
で

あ
る
︒

問

町
内
の
防
災
士
の
育
成

は
。

答

県
に
お
い
て
防
災
士
養

成
講
習
会
が
実
施
さ
れ
る
場

合
は
受
講
要
請
を
行
い
︑
育

成
を
図
っ
て
い
く
︒

要
望

防
災
士
を
育
成
し
、

地
域
の
防
災
委
員
と
し
て
行

動
し
て
も
ら
い
た
い
。

公
共
施
設
の
電
気
料
削
減

に
つ
い
て

問

年
度
に
町
が
支
払
っ

26

た
公
共
施
設
の
電
気
料
金
は
。

問

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は

何
箇
所
指
定
さ
れ
た
の
か
。

答

土
砂
災
害
警
戒
区
域

︵
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
︶
は
第

２
区
が

箇
所
︑
第
４
区
が

69

２
箇
所
の
合
計

箇
所
の
指

71

定
︒
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
︵
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
︶
は
２

区
が

箇
所
︑
第
４
区
が
２

65

箇
所
の
合
計

箇
所
が
指
定
︒

67

問

警
戒
区
域
は
土
地
利
用

制
限
等
の
規
制
が
あ
る
か
。

答

特
定
の
開
発
行
為
に
対

す
る
許
可
制
︑
建
築
物
の
構

造
規
制
等
が
行
わ
れ
る
︒

問

第
２
区
区
民
に
対
し
て

行
わ
れ
た
避
難
訓
練
の
成
果

は
何
か
。

答

住
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
と
災
害
時
の
避
難
勧
告
な

ど
発
令
に
対
す
る
情
報
伝
達

問

土
砂
災
害
警
戒
区
域
指
定
を
受
け
対
応
は

答

避
難
体
制
の
充
実
と
強
化
を
図
る

木
村

照
夫
議
員

答

８
施
設
で
３
︐

８
０
０

万
円
で
あ
る
︒

問

年
度
の
節
電
対
策
及

27

び
節
電
数
値
目
標
は
。

答

数

値

目

標

は

な

い
︒

ク
ー
ル
ビ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ
の
実
施
︒
夏
場
の
緑
カ
ー

テ
ン
︑
昼
休
み
の
消
灯
︑
デ

マ
ン
ド
値
を
考
慮
し
た
エ
ア

コ
ン
の
時
間
差
起
動
等
の
節

電
対
策
を
実
施
す
る
︒

問

電
力
自
由
化
に
伴
い
、

一
般
競
争
入
札
制
度
に
よ
る

電
気
料
金
削
減
は
で
き
な
い

の
か
。

答

九
州
各
県
の
施
設
で
は

導
入
事
例
も
出
て
き
て
い

る
︒
現
段
階
で
は
︑
入
札
の

予
定
は
な
い
が
今
後
︑
研
究

を
行
っ
て
い
く
︒

▲避難所運営ゲーム（HUG
ハ グ

）実施風景

基　山　町基　山　町基　山　町
佐賀県佐賀県佐賀県

平成23（2011）年３月基山町イメージキャラクター基山町イメージキャラクター基山町イメージキャラクター

基山町男女共同参画推進プラン
及び基山町DV被害者支援基本計画

▲平成23年策定の「男女共同
参画推進プラン」
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が
︑
策
定
ま
で
の
過
程
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
で
き
る

と
考
え
る
︒

新
図
書
館
の
運
営
ビ
ジ
ョ

ン
を
早
急
に

問

基
本
計
画
、
運
営
ビ

ジ
ョ
ン
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

策
定
状
況
は
。

答

基
本
計
画
は
基
本
構
想

に
包
含
さ
れ
る
と
考
え
る
︒

運
営
方
針
の
中
で
運
営
ビ

ジ
ョ

ン
︑
サ
ー
ビ
ス
計
画
等

の
策
定
は
必
要
と
考
え
る
︒

問

館
長
人
事
は
問
題
が
あ

り
な
が
ら
、
な
ぜ
課
長
が
館

長
と
い
う
構
図
を
繰
り
返
す

の
か
。

答

新
体
制
が
整
い
次
第
︑

再
検
討
を
行
う
︒

問

新
図
書
館
の
人
員
配

置
、
新
運
営
体
制
は
ど
う
す

る
の
か
。
直
営
で
い
く
た
め

の
覚
悟
も
必
要
な
予
算
措
置

を
。

答

運
営
方
針
の
中
で
︑
開

問

条
例
改
正
の
検
討
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
工
程
を
考

え
て
い
る
か
。

答

次
回
に
現
時
点
で
の
評

価
を
示
し
検
討
︒
少
な
く
て

も
５
回
以
上
の
委
員
会
審
議

が
必
要
︒

問

現
段
階
で
の
問
題
点

は
。

答

町
民
提
案
制
度
で
の
要

望
受
付
が
こ
の
ま
ま
で
い
い

の
か
︑
地
域
担
当
職
員
の
あ

る
べ
き
姿
︑
ま
ち
づ
く
り
基

金
の
有
効
な
実
施
運
営
だ
と

感
じ
る
︒

問

ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定

団
体
の
意
義
が
わ
か
り
に
く

い
。
予
算
措
置
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

答

予
算
措
置
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
や
優
先
な
ど
は
な
い

問

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
改
正
は

答
新
審
議
会
委
員
の
も
と
検
討
を
行
う

久
保
山
義
明
議
員

館
時
間
等
の
検
討
を
し
な
が

ら
決
定
し
て
い
く
︒

問

社
会
教
育
委
員
会
が
町

長
部
局
に
移
行
し
た
の
で
、

早
急
に
公
立
図
書
館
協
議
会

設
置
を
。

答

図
書
館
協
議
会
設
置
に

向
け
て
協
議
を
し
て
い
く
︒▲建設中の新図書館

う
に
し
て
い
る
︒

問

仮
に

年
で
舗
装
替
え

30

が
必
要
に
な
る
と
考
え
た
場

合
、
年
割
で
５
０
０
メ
ー
ト

ル
程
度
の
補
修
が
必
要
で
、

毎
年
約
１
，
０
０
０
万
円
程

度
は
予
算
処
置
が
必
要
と
な

る
が
町
の
考
え
は
。

答

道
路
延
長
で
一
様
に
考

え
る
の
で
は
な
く
︑
交
通
量

等
考
慮
し
︑
長
期
的
な
面
で

は
亀
裂
等
の
性
状
調
査
を
行

い
︑
数
値
的
に
分
析
し
対
処

す
る
︒

問

補
修
等
は
ど
の
よ
う
な

タ
イ
ミ
ン
グ
と
方
法
で
行
う

の
か
。

答

不
定
期
な
巡
回
と
地
域

か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
現

状
を
把
握
し
︑
補
修
し
て
い

る
︒

問

現
状
の
管
理
体
制
で
安

全
性
、
快
適
性
に
配
慮
し
た

生
活
道
路
の
維
持
管
理
が
で

こ
れ
で
い
い
の
か
町
道
の

維
持
管
理

問

町
道
の
維
持
管
理
で
最

も
重
視
す
る
基
本
理
念
は
。

答

安
全
に
通
行
で
き
る
道

路
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
で

あ
る
︒

問

町
道
の
補
修
等
に
か
か

る
事
業
費
は
全
額
町
の
負
担

と
な
る
の
か
。

答

町
負
担
で
あ
る
︒

問

町
道
の
一
級
道
路
だ
け

で
も

・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

14

あ
り
、
交
通
量
の
多
い
道
路

で
ど
の
程
度
の
期
間
、
機
能

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。

答

耐
用
年
数
は
交
通
量
に

も
よ
る
が
︑
お
よ
そ

年
か

15

ら

年
と
考
え
点
検
す
る
よ

20 問

町
道
の
維
持
管
理
は
計
画
的
な
取
り
組
み
を

答
経
過
年
数
や
交
通
量
等
を
考
慮
し
検
討

桒
野

久
明
議
員

き
る
か
。

答

従
来
の
生
活
道
路
と
住

宅
開
発
に
よ
る
開
発
道
路
の

二
つ
に
分
け
て
管
理
し
て
い

る
︒
い
ず
れ
も
老
朽
化
状
況

や
交
通
量
等
に
応
じ
て
︑
対

応
し
て
い
る
︒

要
望

計
画
的
な
維
持
管
理

を
行
い
、
事
業
が
集
中
し
て

単
年
度
の
高
額
歳
出
と
な
ら

な
い
よ
う
要
望
す
る
。

▲町道白坂久保田２号線の現況

低
下
す
る
投
票
率
に
ど
う

対
応
す
る
か

問

地
域
別
や
年
齢
別
、
時

間
帯
の
デ
ー
タ
分
析
を
可
能

と
す
る
た
め
バ
ー
コ
ー
ド
管

理
を
。

答

助
成
金
等
を
確
認
し
︑

前
向
き
に
検
討
し
た
い
︒

問

投
票
証
明
書
の
発
行
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
付
加
は
可
能

か
。
ま
た
、

歳
選
挙
権
に

18

よ
る
主
権
者
教
育
の
充
実
を
。

答

サ
ー
ビ
ス
付
加
は
可

能
︒
学
校
教
育
の
公
民
の
授

業
等
で
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
︒

学
校
設
備
の
解
放
、
利
用

拡
大
が
で
き
な
い
か

問

子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
、
ま
た
は
サ
ー
ク

ル
活
動
の
場
と
し
て
、
余
裕

教
室
の
利
用
が
で
き
な
い
か
。

答

余
裕
教
室
が
な
い
こ

と
︑
安
全
・
管
理
上
の
問
題

か
ら
考
え
て
い
な
い
が
︑
将

来
は
問
題
を
整
理
し
て
利
用

は
考
え
ら
れ
る
︒
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答

農
振
農
用
地
が
計
画
に

含
ま
れ
る
場
合
は
︑
県
と
協

議
し
区
分
見
直
し
作
業
を
進

め
︑
問
題
点
を
整
理
し
て
農

政
局
と
協
議
し
て
い
く
︒

都
市
計
画
道
路
﹁
塚
原
・

長
谷
川
線
﹂
延
伸
計
画
は

問

塚
原
・
長
谷
川
線
の
延

伸
計
画
の
到
達
地
点
は
。

答

園
部
の
九
電
工
横
の
信

号
機
の
あ
る
交
差
点
で
あ

る
︒

問

第
３
次
総
合
計
画
で
は

早
期
完
成
を
目
指
す
、
第
４

次
で
は
検
討
す
る
と
な
っ
て

い
る
が
検
討
し
て
い
る
の

か
。

答

現
時
点
で
は
︑
白
坂
久

保
田
線
の
整
備
対
応
を
し
て

い
る
の
で
︑
具
体
的
検
討
は

し
て
い
な
い
︒

要
望

鳥
栖
プ
レ
ミ
ア
ム
・

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
年
間
約
５

問

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
企
業

誘
致
の
今
後
の
課
題
は
。

答

工
業
立
地
法
に
基
づ
き

町
内
の
緑
地
現
面
積
確
保
の

た
め
に
︑
他
の
場
所
へ
﹁
都

市
公
園
緑
地
﹂
の
振
替
手
続

き
を
県
と
協
議
し
て
進
め

る
︒

ど
う
見
直
す
長
野
地
区
の

整
備
計
画

問

長
野
地
区
整
備
で
地
元

と
の
協
議
の
進
捗
状
況
は
。

答

今
後
も
道
路
整
備
に
伴

う
宅
地
整
備
手
法
︑
地
区
計

画
に
つ
い
て
地
元
と
協
議
を

進
め
る
︒

問

都
市
計
画
の
変
更
に
伴

い
、
農
振
農
用
地
の
取
り
扱

い
は
ど
う
す
る
の
か
。

問

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
企
業
誘
致
進
捗
状
況
は

答

登
記
後
に
公
募
の
手
続
き

品
川

義
則
議
員

０
０
万
人
の
来
場
者
を
基
山

町
の
産
業
活
性
化
に
活
か
す

政
策
を
行
う
べ
き
だ
。

国
民
健
康
保
険
の
財
政
運

営
県
一
元
化
に
つ
い
て

問

今
年
度
か
ら
消
費
税
増

税
財
源
を
低
所
得
者
対
策
等

に
当
て
る
支
援
制
度
は
ど
う

変
わ
る
の
か
。

答

保
険
者
支
援
制
度
が
拡

充
さ
れ
︑
国
全
体
で
１
︐

７

０
０
億
円
の
公
費
が
投
入
さ

れ
︑
基
山
町
に
は
１
︐

６
０

０
万
円
増
を
見
込
ん
で
い
る
︒

問

基
山
町
に
一
元
化
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

答

今
後
高
齢
者
増
加
率
が

県
平
均
よ
り
も
０
・
６
％
高

く
な
り
︑
医
療
費
が
か
な
り

上
昇
す
る
と
見
込
ま
れ
る

が
︑
こ
の
部
分
を
県
全
体
で

支
え
て
も
ら
え
る
︒

問

国
保
基
金
が
１
億
５
，

０
０
０
万
円
あ
る
が
、
国
保

税
減
額
に
当
て
な
い
の
か
。

答

県
一
元
化
に
備
え
︑
保

険
料
の
激
変
緩
和
対
策
に
使

う
︒

答

速
や
か
に
少
人
数
学
級

を
進
め
る
べ
き
だ
と
は
思
っ

て
い
る
︒

問

若
基
小
の
４
年
生
が
38

人
、
５
年
生
が

人
だ
。
こ

40

の
状
況
を
ど
う
把
握
し
て
い

る
か
。

答

著
し
く
困
難
な
状
態
で

は
な
い
︒

問

町
が
予
算
を
付
け
て

４
・
５
年
生
の
単
学
級
を
解

消
し
て
ほ
し
い
。
一
人
雇
用

す
る
と
予
算
は
ど
れ
ほ
ど

か
。

答

一
概
に
は
言
え
な
い

が
︑
２
４
０
万
円
ほ
ど
だ
︒

区
長
の
業
務
軽
減
を

問

各
種
委
員
会
等
の
区
長

推
薦
が
必
要
な
も
の
は
い
く

つ
か
。

答

各
区
か
ら
委
員
を
お
願

い
し
て
い
る
委
員
会
で
７
つ

と
︑
社
協
に
１
つ
あ
る
︒

問

た
く
さ
ん
の
業
務
の
中

で

特
に
民
生
委
員
は
引
き

受
け
る
人
が
少
な
い
の
で
困

ら
れ
て
い
る
。
軽
減
策
は
な

い
か
。

答

別
の
方
策
が
あ
れ
ば
考

え
た
い
︒

運
動
会
・
体
育
大
会
を
日

曜
開
催
に

問

今
年
も
計
画
は
土
曜
開

催
に
な
っ
て
い
る
。
子
ど

も
・
保
護
者
・
学
校
も
日
曜

日
に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
多
い
。
ど
う
検
討
さ
れ
た

結
果
な
の
か
。

答

学
校
か
ら
考
え
を
聞
い

て
︑
特
に
大
き
な
支
障
は
な

い
と
い
う
こ
と
な
の
で
︑
こ

の
ま
ま
や
っ
て
い
き
た
い
︒

問

日
曜
開
催
な
ら
子
ど
も

も
先
生
も
月
曜
日
に
き
ち
ん

と
代
休
が
と
れ
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
て
ほ
し
い
が

ど
う
か
。

答

大
き
な
問
題
点
は
挙

が
っ
て
い
な
い
の
で
︑
こ
の

ま
ま
実
施
し
た
い
︒

若
基
小
４
・
５
年
生
の
単

学
級
解
消
を

問

教
育
長
は
現
行
の
国
の

学
級
編
成
基
準
の
ま
ま
で
い

い
か
、
少
人
数
学
級
を
推
進

す
べ
き
か
ど
う
思
う
か
。

問

み
や
き
町
は
今
年
度
か

ら
第
３
子
以
上
の
給
食
費
が

無
料
に
な
る
。
太
良
町
は
全

児
童
生
徒
に
全
額
補
助
す

る
。
基
山
町
も
補
助
す
る
方

向
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
給
食
費

軽
減
の
予
定
は
な
い
︒

問

他
に
軽
減
策
を
打
ち
出

し
て
い
る
市
町
は
ど
こ
か
。

答

伊
万
里
市
・
吉
野
ヶ

里

町
･
江
北
町
・
白
石
町
で
あ

る
︒ 問

学
校
給
食
費
の
軽
減
策
を

答

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い

大
山

勝
代
議
員

▲給食の準備をする若基小２年生
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変
わ
っ
た
の
か
。

答

子
ど
も
が
よ
り
豊
か
に

育
っ
て
い
け
る
支
援
を
目
指

し
て
い
く
制
度
で
あ
る
︒
保

育
所
等
施
設
利
用
希
望
の
申

請
を
す
る
場
合
︑
町
が
３
つ

の
区
分
に
分
け
て
保
育
の
必

要
性
の
認
定
を
行
う
︒
保
育

所
等
の
状
況
に
よ
り
︑
町
が

利
用
調
整
し
︑
決
定
後
入
園

と
な
る
︒

問

新
制
度
で
保
育
中
の
死

亡
・
重
傷
事
故
に
つ
い
て
自

治
体
に
報
告
す
る
よ
う
具
体

的
に
義
務
づ
け
さ
れ
て
い

る
。
人
員
体
制
の
見
直
し
や

今
ま
で
の
手
順
に
追
加
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
行
っ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
示
せ
。

答

認
可
保
育
園
に
つ
い
て

は
従
来
の
報
告
と
変
わ
ら
な

い
︒
認
可
外
保
育
施
設
に
つ

い
て
は
︑
県
へ
の
報
告
の
ほ

か
に
新
た
に
自
治
体
へ
の
報

告
が
加
わ
っ
た
︒
各
保
育
を

行
っ
て
い
る
事
業
所
に
対
し

周
知
を
行
っ
た
が
︑
見
直
し

や
手
順
の
追
加
等
は
し
て
い

な
い
︒

申
込
み
い
た
だ
く
方
が
関
東

方
面
に
多
く
︑
基
山
の
製
品

が
関
東
方
面
に
出
荷
さ
れ
て

い
る
︒
こ
の
制
度
で
販
路
を

持
た
な
い
生
産
者
で
も
︑
全

国
へ
の
新
し
い
販
売
方
法
が

で
き
る
と
い
う
波
及
効
果
も

も
た
ら
し
て
い
る
︒

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
は
ど
う
な
る
か

問

４
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
の
新
制
度
で
、
就
学

前
児
童
に
対
し
て
は
ど
こ
が

問

金
額
に
応
じ
た
特
産
品

を
進
呈
す
る
こ
と
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
寄

附
金
を
ど
う
活
用
し
て
い
く

の
か
、
具
体
的
な
実
施
内
容

な
ど
考
え
て
い
る
か
。

答

寄
附
を
い
た
だ
く
さ
い

に
︑
５
種
類
の
選
べ
る
使
い

道
か
ら
指
定
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
︒
具
体
的
な
活
用
方

法
は
︑
新
制
度
の
運
用
を
始

め
た
ば
か
り
な
の
で
今
後
検

討
を
進
め
て
い
く
︒

問

返
礼
品
も
特
産
品
を
利

用
し
た
も
の
を
選
び
積
極
的

な
動
き
に
な
っ
て
い
る
。
ど

う
い
う
波
及
効
果
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

答

い
た
だ
く
寄
附
金
そ
れ

自
体
で
収
入
増
と
な
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
︑
寄
附
を

問

ふ
る
さ
と
応
援
の
寄
附
金
活
用
は

答

今
後
検
討
を
進
め
て
い
く

牧
薗

綾
子
議
員

殊
出
生
率
の
予
想
は
。

答

左
下
の
表
の
数
値
に
な

る
︒

問

基
山
町
は
佐
賀
県
内
で

高
齢
化
は
最
高
、
出
生
率
は

最
低
の
町
に
な
る
の
が
予
想

さ
れ
る
。
何
故
こ
ん
な
に
出

生
率
が
低
い
の
か
。

答

現
在
︑
そ
れ
も
含
め
て

調
べ
て
い
る
︒

鳥
栖
市
・
小
郡
市
の
共
同
提

案
の
国
家
戦
略
特
区
に
お
け

る
基
山
町
の
影
響
は

問

３
月
議
会
で
鳥
栖
市
が

申
請
し
て
い
る
国
家
戦
略
特

区
に
つ
い
て
、
小
郡
市
・
基

山
町
の
２
市
１
町
で
共
同
提

案
で
き
な
い
の
か
、
そ
の
た

め
に
首
長
会
議
を
お
願
い
し

た
が
開
催
し
た
の
か
。

答

鳥
栖
市
の
方
か
ら
も
話

は
な
く
︑
こ
ち
ら
か
ら
も
し

て
い
な
い
︒

問

６
月
５
日
に
鳥
栖
市
・

小
郡
市
が
共
同
提
案
を
し

問

人
口
減
少
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

答

あ
る
程
度
の
減
少
は
避

け
ら
れ
な
い
が
︑
い
か
に
減

少
幅
を
少
な
く
す
る
の
か
考

え
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
︒

問

人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
る
と
思
う
か
。

答

減
少
幅
が
鈍
化
し
て
い

る
の
は
事
実
だ
︒

問

４
年
間
で
３
０
０
人
減

少
し
て
い
る
。

年
度
中
に

26

１
４
４
人
減
少
し
て
い
る
。

危
機
感
が
足
り
な
い
の
で

は
。

答

危
機
感
は
常
に
持
っ
て

い
る
が
︑
そ
れ
ば
か
り
を
強

調
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
︒

問

現
在
・
５
年
後
・

年
10

後
の
人
口
、
高
齢
化
率
、
特

問

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
と
思
う
か

答

減
少
幅
が
鈍
化
し
て
い
る
の
は
事
実
だ

重
松

一
徳
議
員

た
。
基
山
町
は
何
故
、
加
わ

ら
な
か
っ
た
の
か
。

答

具
体
的
な
話
も
な
く
︑

長
野
地
区
の
開
発
に
向
け
て

農
政
局
に
話
し
に
行
く
段
取

り
も
組
ん
で
お
り
︑
こ
ち
ら

を
優
先
し
て
取
り
組
む
︒

問

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
と

し
て
、
鳥
栖
市
・
小
郡
市
と

話
し
合
い
を
し
な
い
の
か
。

答

今
回
が
３
次
提
案
に

な
っ
て
い
る
︒
も
し
４
次
提

案
に
な
れ
ば
︑
基
山
町
も
共

同
提
案
に
加
え
て
も
ら
う
よ

う
に
お
願
い
し
た
い
︒

問

も
し
、
国
家
戦
略
特
区

が
認
め
ら
れ
た
ら
基
山
町
は

ど
う
す
る
の
か
。

答

そ
の
時
に
は
利
用
も
考

え
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
︒

要
望

是
非
２
市
に
足
を
運

ん
で
も
ら
い
た
い
。

特殊
出生率

高齢化率人口

10年後

1.1633.3％16,541人５年後

1.2525.7％17,449人現在

1.1437.3％15,811人

▼基山町の人口・高齢化・特殊出生率の推計

高齢化率：人口に占める65歳以上の割合
特殊出生率：女性が一生の内に出産する子供数

▲町のホームページで告知
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給
さ
れ
て
い
な
い
。
支
給
を

求
め
る
が
。

答

他
の
自
治
体
の
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
研
究
す
る
︒

問

母
子
家
庭
の
人
か
ら

﹁
子
ど
も
を
塾
に
行
か
せ
た

い
が
経
済
的
に
き
つ
い
、
何

と
か
な
ら
な
い
か
﹂
と
の
声

が
あ
る
。
対
応
を
求
め
る

が
。

答

放
課
後
や
長
期
休
業
中

に
補
充
学
習
会
を
中
１
と
中

２
に
週
２
回
実
施
︑
中
３
は

月
２
回
土
曜
日
に
実
施
し
て

い
る
︒

６
人
に
１
人
が
貧
困

問

日
本
の
子
ど
も
の
貧
困

率
は

・
３
％
、
先
進
国

16

34

カ
国
中
ワ
ー
ス
ト

、
実
に

10

子
ど
も
６
人
に
１
人
が
貧
困

状
態
だ
。
子
ど
も
の
貧
困
対

策
と
し
て
就
学
援
助
制
度
が

あ
る
が
、
入
学
援
助
金
の
支

給
は
１
学
期
の
終
わ
り
と

な
っ
て
い
る
。
入
学
前
に
繰

上
げ
支
給
で
き
な
い
か
。

答

他
の
自
治
体
の
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
研
究
す
る
︒

前
倒
し
支
給
は
で
き
な
い
話

で
は
な
い
︒

問

文
部
科
学
省
は
ク
ラ
ブ

活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
を
就
学
援
助
項
目
に

加
え
た
が
、
基
山
町
で
は
支

国
保
税
の
引
上
げ
に
な
る

都
道
府
県
単
位
化
は
問
題

問

平
成

年
度
か
ら
国
民

30

健
康
保
険
の
財
政
運
営
が
基

山
町
か
ら
佐
賀
県
に
移
管
す

る
。
そ
う
な
る
と
国
保
税
の

引
上
げ
や
徴
収
を
強
化
す
る

と
い
う
こ
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。

答

県
単
位
に
な
る
と
県
が

標
準
保
険
料
率
を
設
定
し
︑

各
市
町
に
納
付
金
を
請
求
す

る
こ
と
に
な
る
︒
現
在
の
国

保
の
税
率
よ
り
標
準
保
険
料

率
の
方
が
高
く
な
る
と
思
わ

れ
る
が
︑
徴
収
率
や
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
割
合

を
高
め
る
こ
と
に
よ
る
国
か

ら
の
交
付
金
と
財
政
調
整
基

金
を
活
用
す
る
こ
と
で
値
上

げ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
︒

問

結
果
的
に
国
保
税
は
上

が
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
は
っ
き

り
し
な
い
が
︑
今
よ
り
も
国

保
税
率
を
上
げ
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
︒

問

入
学
援
助
金
の
繰
上
げ
支
給
を

答

支
給
は
で
き
な
い
話
で
は
な
い

松
石

信
夫
議
員

利
用
し
て
Ｓ
Ｇ
Ｋ
(
す
ご
か
)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
核
と
す
る

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
を
目
指

し
︑
説
明
会
を
開
催
し
た
︒

今
後
は
︑
Ｓ
Ｇ
Ｋ
へ
の
登
録

者
に
よ
る
事
業
の
検
討
を
行

い
︑
併
行
し
て
事
務
所
の
改

修
を
行
い
事
業
を
ス
タ
ー
ト

し
た
い
︒

駅
前
の
活
性
化
・
に
ぎ
わ

い
の
創
出
は
ど
う
す
る

問

駅
前
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
は
町
の
活
性
化
の
ス
タ
ー

ト
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解

は
ど
う
か
。

答

駅
は
町
民
に
限
ら
ず
来

訪
者
も
含
め
て
︑
町
の
玄
関

に
な
る
︒
そ
の
駅
前
が
に
ぎ

わ
う
こ
と
は
︑
町
の
活
力
の

象
徴
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒

問

基
山
駅
前
の
進
捗
状
況

及
び
今
後
い
つ
ま
で
に
ど
の

よ
う
に
す
る
考
え
か
。

答

中
心
地
市
街
地
未
利
用

地
の
活
用
調
査
を

年
度
の

27

早
い
時
期
に
ま
と
め
て
い

く
︒
併
行
し
て
関
係
者
と
協

議
し
︑
戦
略
的
な
施
策
に
つ

な
げ
て
い
く
︒

問

け
や
き
台
駅
前
は
。

答

旭
化
成
事
務
所
跡
地
を

行
っ
て
お
り
︑
こ
の
研
究
の

中
で
培
っ
た
小
中
連
携
教
育

を
土
台
に
し
て
︑
よ
り
深
い

一
貫
教
育
が
行
え
れ
ば
と
考

え
て
い
る
︒

月
の
研
究
発

11

表
が
終
了
し
て
１
︑
２
年
の

研
究
期
間
を
考
え
て
い
る
︒

問

教
育
の
今
後
の
方
向
性

は
ど
う
考
え
る
か
。

答

基
本
的
に
一
貫
教
育
の

方
向
に
進
ん
で
い
き
た
い
︒

問

小
中
一
貫
教
育
と
こ
ど

も
の
育
み
運
動
を
教
育
大
綱

に
組
み
入
れ
る
考
え
は
あ
る

か
。

答

町
長
主
宰
の
今
後
の
総

合
教
育
会
議
の
大
綱
策
定
時

に
検
討
し
て
い
く
事
項
と

思
っ
て
い
る
︒

ど
う
な
っ
て
い
る
基
肄
城

築
造
１
３
５
０
年
事
業

問

決
定
し
て
い
る
主
な
事

業
は
。

答

第
５
回
山
城
サ
ミ
ッ
ト

を

月
２
・
３
日
に
開
催
︒

10
観
光
グ
ッ
ズ
・
案
内
看
板
作

成
・
情
報
発
信
事
業
等
を
９

月
ま
で
に
実
施
す
る
︒

問

今
後
の
検
討
事
項
は
。

答

来
場
者
へ
の
お
も
て
な

し
の
内
容
検
討
︑
町
内
で
の

機
運
の
盛
り
上
げ
等
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
︒

問

小
中
教
育
の
今
後
の
方
向
性
は

答

基
本
的
に
は
一
貫
教
育
の
方
向
で

河
野

保
久
議
員

▲まずモール商店街に賑わいを

11,420円小２∼６

学用品費

通学用品費

13,650円中１

年間支給額

22,320円中１

対象学年区 分

23,550円小１

20,470円小１
入学援助金

24,550円中２∼３

▼就学援助費の内容

小
中
一
貫
教
育
と
こ
ど
も

の
育
み
の
今
後
は

問

小
中
一
貫
教
育
の
検
討

は
ど
の
よ
う
な
工
程
を
考
え

て
い
る
か
。

答

文
科
省
委
託
の
｢
人
権

教
育
総
合
推
進
事
業
｣
を
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２
︐

２
０
０
人
の
人
口
増
加

計
画
を
練
る
必
要
が
あ
る
︒

損
益
分
岐
点
人
口
は
今
後
検

討
す
る
︒

問

基
山
町
ま
ち
づ
く
り
推

進
審
議
会
の
主
な
成
果
と
問

題
点
は
。

答

提
案
の
内
容
は
要
望
事

項
が
多
か
っ
た
︒
今
後
は
町

民
参
加
型
の
方
法
や
︑
ま
ち

づ
く
り
提
案
の
あ
り
方
を
議

論
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
︒

問

施
設
の
指
定
管
理
者
制

度
の
成
果
と
問
題
点
は
。

答

財
政
的
な
効
果
と
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
い

る
︒
現
在
︑
町
外
の
管
理
会

社
に
運
営
を
委
託
し
て
い
る

が
︑
将
来
は
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
醸
成

さ
れ
︑
担
い
手
と
な
る
こ
と

も
期
待
す
る
︒

問

平
成

年
度
に
ま
ち
づ

26

く
り
団
体
に
交
付
し
た
補
助

金
、
助
成
金
及
び
団
体
数
は
。

答

ま
ち
づ
く
り
基
金
か
ら

団
体
に
１
８
４
万
円
︑
コ

10

問

地
方
交
付
税
の
減
少
、

社
会
保
障
費
の
急
増
、
介
護

保
険
給
付
費
負
担
の
増
加
等

に
つ
い
て
の
財
政
対
応
策
は
。

答

経
常
収
支
比
率
等
︑
財

政
状
況
は
依
然
厳
し
い
状
態

だ
が
︑
自
主
財
源
な
ど
を
活

か
し
て
健
全
な
財
政
運
営
を

心
が
け
て
い
く
︒

問

図
書
館
建
設
、
老
朽
化

し
た
基
山
保
育
園
の
問
題

他
、
既
存
施
設
の
大
規
模
改

修
等
の
財
政
対
応
策
は
。

答

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
策
定
し
て
施
設
の
更

新
︑
統
廃
合
︑
長
寿
命
化
を

図
っ
て
い
く
︒

問

目
標
人
口
、
損
益
分
岐

点
人
口
等
の
財
政
対
策
は
あ

る
か
。

答

目
標
人
口
は
１
８
︐

０

０
０
人
︒
今
後

年
で
約

10

問

人
口
減
少
下
で
の
財
政
健
全
化
の
考
え
は

答
身
の
丈
に
あ
っ
た
歳
出
を
心
が
け
る

松
石

健
児
議
員

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
か
ら

は
第

区
に
２
４
０
万
円
助

10

成
し
て
い
る
︒

国
際
交
流
の
実
態
は

問

現
在
、
町
内
在
住
の
外

国
人
数
と
主
な
国
籍
と
渡
航

目
的
は
。

答

平
成

年
５
月
現
在
で

27

人
︒
主
な
国
籍
は
中
国
︑

76ベ
ト
ナ
ム
︑
韓
国
︑
ネ
パ
ー

ル
︒
渡
航
目
的
は
技
能
実
習

や
留
学
︒

問

国
際
交
流
に
関
す
る
主

な
実
績
と
今
後
の
事
業
計
画

は
。

答

町
内
団
体
の
独
自
交
流

は
あ
る
が
︑
町
が
主
体
的
に

関
与
し
た
事
業
は
な
い
︒
本

年
度
︑
具
体
的
な
事
業
計
画

は
な
い
︒

▲外国人が加わっての英語授業（基山小学校)

問

農
業
従
事
者
に
対
し
て

説
明
会
を
開
催
し
て
い
る

か
。

答

基
山
町
六
次
産
業
化
研

究
会
を
全
５
回
開
催
し
て
い

る
︒
今
後
も
生
産
組
合
長
全

体
会
議
や
団
体
長
連
絡
会
議

で
説
明
を
行
う
︒

問

宅
地
造
成
、
住
宅
の
販

売
に
対
し
業
者
及
び
購
入
者

へ
基
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
が
整
備
さ
れ
指
導
・
伝

達
さ
れ
て
い
る
か
。

答

造
成
面
積
１
︐

０
０
０

㎡
以
上
と
未
満
で
異
な
る

が
︑
基
山
町
開
発
基
準
の
中

で
整
備
・
規
模
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
る
︒
小
規
模
開
発

で
も
建
築
基
準
法
の
確
認
申

請
は
必
要
で
公
道
へ
接
続
義

務
が
あ
り
︑
前
面
道
路
の
幅

員
が
４
ｍ
以
上
に
な
る
な
ど

お
願
い
し
て
い
る
︒

問

空
き
家
の
有
効
活
用
・

再
生
に
つ
い
て
、
他
に
負
け

な
い
基
山
モ
デ
ル
を
構
築
で

き
な
い
か
。

答

今
後
進
め
る
定
住
人
口

増
加
策
が
一
つ
の
定
住
促
進

モ
デ
ル
に
な
れ
ば
と
考
え

る
︒

作
可
能
な
状
態
で
維
持
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒
後
継

者
対
策
は
︑
青
年
就
農
給
付

金
や
農
の
雇
用
制
度
を
活
用

し
新
規
就
農
に
繋
げ
た
い
︒

町
長
の
基
本
姿
勢
は

問

ま
ち
づ
く
り
に
若
い
世

代
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
若
い
世
代
の
声
を
き
ち
ん

と
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
︒
重
要
な

こ
と
な
の
で
今
後
検
討
す
る
︒

問

基
山
町
が
誇
れ
る
も
の

で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き

も
の
は
何
か
。

答

基
肄
城
︵
歴
史
・
自
然
︶

の
下
に
広
が
る
和
︵
こ
こ

ろ
・
絆
︶
の
町
︑
き
や
ま
︒

問

農
林
業
は
耕
作
放
棄

地
、
後
継
者
問
題
で
危
機
的

な
状
況
。
深
刻
化
さ
せ
な
い

取
り
組
み
は
あ
る
か
。

答

耕
作
放
棄
地
面
積
の
更

な
る
拡
大
︑
荒
廃
を
防
ぎ
耕

問

ま
ち
づ
く
り
に
若
い
世
代
の
声
を

答

き
ち
ん
と
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

末
次

明
議
員

▲中山間地の農地に拡がるワイヤーメッシュ

問

六
次
産
業
化
を
導
入
す

る
目
的
、
進
捗
状
況
は
。

答

農
畜
産
物
の
生
産
だ
け

で
な
く
︑
加
工
・
販
売
に
も

農
業
従
事
者
が
総
合
的
に
係

わ
る
こ
と
で
農
業
を
活
性
化

さ
せ
る
︒
４
月
に
産
業
振
興

協
議
会
を
設
立
し
て
︑
六
次

産
業
化
推
進
部
会
を
設
置

し
︑
農
業
生
産
活
動
・
農
地

の
賃
貸
借
を
行
う
会
社
の
設

置
を
目
指
す
︒
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ふ
る
さ
と
納
税
に
特
例
制
度
創
設

町
は
︑
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
寄
附
金
控

除
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

を
︑
確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所
得
者
等
に

つ
い
て
平
成

年
４
月
１
日
以
後
の
寄
附
に

27

つ
い
て
適
用
す
る
︒

委
員
会
と
し
て
は
︑
ふ
る
さ
と
納
税
の
利

用
で
の
事
務
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中

で
︑
課
税
ミ
ス
等
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
要

望
し
た
︒

今
年
度
の
広
域
ご
み
処
理
施
設
へ
の
負
担

金
は
︑
今
回
の
増
額
補
正
の
結
果
︑
２
億
２
︐

７
５
６
万
円
と
な
る
︒

町
と
し
て
は
ご
み
搬
入
量
の
減
少
へ
の
施

策
と
し
て
︑
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
リ

サ
イ
ク
ル
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
く

等
︑
町
民
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
︑
月
１

回
広
報
へ
掲
載
し
啓
発
を
図
る
︒
筑
紫
野

市
・
小
郡
市
と
比
較
し
基
山
町
は
１
人
当
た

り
の
ご
み
の
量
が
多
い
の
で
︑
町
内
事
業
所

の
ご
み
搬
入
状
況
等
の
分
析
を
行
い
︑
原
因

を
調
査
す
る
︒

委
員
会
と
し
て
は
︑
ご
み
減
量
へ
前
向
き

に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
し
た
︒

農
地
費

暗
渠
排
水
工
事

２
︐

８
９
２
万
円
減
額

こ
の
減
額
を
受
け
て
︑
本
年
度
は
申
請
を

行
っ
た
城
戸
・
吉
原
地
区
︑
園
部
地
区
︑
向
平

原
地
区
の
３
地
区
の
生
産
組
合
︑
集
落
営
農

組
織
で
協
議
を
行
い
︑
園
部
地
区
を
先
行
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
︒
実
施
面
積
は
現

在
協
議
中
で
あ
る
が
︑
内
示
額
を
有
効
に
使

い
多
く
の
面
積
を
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
で

あ
る
︒
積
み
残
し
分
に
つ
い
て
は
︑
来
年
度

以
降
も
国
に
対
し
て
補
助
金
申
請
を
行
い
︑

要
望
の
あ
っ
た
全
面
積
を
実
施
す
る
方
針
で

あ
る
︒

町
と
し
て
の
農
業
振
興
に
対
す
る
施
策
を

し
っ
か
り
立
て
る
こ
と
を
要
望
し
た
︒

※
暗
渠
排
水
工
事
⁝
水
田
を
必
要
な
時
に
乾

田
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
工
事
で
あ
り
︑

農
業
機
械
の
導
入
や
﹁
中
干
し
﹂
に
よ
る

収
量
の
増
加
が
期
待
で
き
る
︒

基
山
保
育
園
の
改
築
に
つ
い
て
の

検
討
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

職
員
に
よ
る
保
育
所
建
設
等
検
討
委
員
会

を
２
回
開
催
︒
今
年
度
︑
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
チ
ー
ム
会
議
が
行
わ
れ
る
の

で
︑
平
成

年
度
中
に
は
結
論
を
出
す
と
の

27

こ
と
で
あ
る
︒
基
山
保
育
園
の
定
員
は
２
５

０
人
︑
改
築
さ
れ
た
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
は
１

４
０
人
の
計
３
９
０
人
の
定
員
ま
で
対
処
で

き
︑
需
要
量
の
見
込
み
は
こ
こ
２
年
が
ピ
ー

ク
と
の
こ
と
で
あ
る
︒

需
要
を
的
確
に
つ
か
む
方
策
を
立
て
︑
保

育
行
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
︒

町
は
︑
売
電
に
関
す
る
手
続
き
が
太
陽
光

発
電
設
備
工
事
契
約
後
と
な
っ
た
た
め
︑
財

産
管
理
の
観
点
か
ら
こ
の
工
事
費
を
図
書
館

建
設
事
業
費
か
ら
切
り
離
し
︑
財
産
管
理
費

へ
予
算
科
目
の
変
更
を
行
っ
た
︒

委
員
会
審
査
の
中
で
︑
こ
れ
に
つ
い
て
は

全
量
売
電
の
手
続
き
の
段
階
で
︑
売
電
単
価

が
決
ま
り
運
用
で
き
る
金
額
の
数
字
が
出
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
判
断
し
た
と
の
説
明
を

受
け
た
︒
こ
の
予
算
科
目
変
更
に
よ
り
工
事

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
強
く

要
望
し
た
︒

監
査
委
員
報
酬
の
見
直
し

町
は
︑
監
査
委
員
︵
有
識
者
︶
の
活
動
日
数

を
佐
賀
県
の
他
の
市
町
と
比
較
し
報
酬
額
の

見
直
し
を
行
い
︑
県
の
平
均
報
酬
額
と
差
が

な
い
よ
う
に
し
た
︒

委
員
会
審
査
の
中
で
︑
活
動
日
数
を
考
慮

し
た
監
査
の
あ
り
方
︑
ま
た
︑
会
計
監
査
の

み
で
な
く
行
政
監
査
を
含
め
た
体
制
に
つ
い

て
も
見
直
す
べ
き
で
は
と
い
う
意
見
が
あ

り
︑
広
域
連
携
に
よ
る
監
査
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
︒

ご
み
減
量
へ
前
向
き
な
取
り
組
み
を

ご
み
減
量
へ
前
向
き
な
取
り
組
み
を

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

図
書
館
に
設
置
の
太
陽
光
発
電

図
書
館
に
設
置
の
太
陽
光
発
電

予
算
科
目
の
変
更

予
算
科
目
の
変
更

総
務
文
教
常
任
委
員
会

▲総務省ふるさと納税ポータルサイト

▲どうする基山保育園
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意見書等の結果

全議員に
配布

地方自治体の業務を民間企業等が受託したさい、受託業務に従
事する労働者の労働条件が確保されているかどうか審査するこ
とを要望する。

公契約における労
働条件審査につい
て

陳

情

採択
(全員賛成)

内 容件 名 結 果区 分

不採択
(賛成少数)

集団的自衛権行使容認を具体化するという重要法案を、早急に
成立させるのではなく、国民の十分な理解を得るためにも、慎
重な審議を求める。

集団的自衛権行使
容認の閣議決定を
具体化する関連法
案の慎重審議を求
める意見書

子どもたちの教育環境改善のために、小人数学級の推進を含む、
計画的な教職員定数改善及び教育の機会均等と水準の維持向上
をはかるため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１
に復元することを求める。

少人数学級の推進
と義務教育費国庫
負担制度拡充に係
る意見書意

見

書

基山町の公益に関する事柄について国会や関係行政庁に対して議会の議決に基づき意見書を提出すること
ができます。詳しくは事務局にお尋ねください。

｢基山町子ども・子育て支援事業計画｣

｢みんなで、支えて、育ちあう、やさしさあふれるまち きやま」を基本理

念として、子どもの健やかなそだちと保護者の子育てを社会全体で支援する

環境整備を目的とした計画。

基本理念の実現のために７つの基本方針を掲げ、その方針を実現するため

に、６つの基本目標の達成を目指す。

計画の期間は平成27年度から31年度までの５年間であり、最終年にアン

ケート調査を行い、現状（平成26年度調査実施）との比較により達成度を図

る。

こども課所管

｢基山町障害者基本計画 基山町障害福祉計画」

障がいの「ある」「なし」に関わらず、すべての町民がともに暮らし、とも

に支え合う「共生のまち・きやま」の実現を目標とした計画。

障害者基本計画は、障がいのある人を取り巻く地域環境の整備を計画的に

進めるとともに、町民や事業者、各種団体が積極的な活動を行う指針となる

中長期計画。

障害福祉計画は、障害者基本計画の「生活支援」「雇用・就業」に係る施策

の実施計画的な策定の短期的計画。

健康福祉課所管

子どもから大人までが、ともに支え合い、やさしさを育みながら協働のまちづくりを目指す計画書です。

いずれの計画も、町民・地域・行政・事業所等の協力や理解、支援が必要とされます。

計画書は基山町役場１階「情報公開コーナー」で閲覧できます。

新たに策定された計画書の紹介
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平成27年９月 基山町議会第３回定例会 会期日程(案)

議長交際費の公表（平成27年４月〜６月）議長交際費の公表（平成27年４月〜６月）

29,2942

4/17 大興善寺つつじ園開園式5,000御 祝

9,294

支出の相手方及び行事名等支出金額(円)

累計額(円)

支出種別

5/28 モール商店街協同組合第35回通常総会4,294御 祝

累計件数(件)合計額(円)合計件数(件)

一般質問本会議火8

会期決定・提案理由説明等・決算特別委員会設置本会議月7

９

備 考議事内容曜日月

決算特別委員会

常任委員会委員会金11

委員会

一般質問・議案審議・委員会付託本会議木10

水

一般質問本会議水9

16

15

木

常任委員会（調整）委員会月14

17

休会日13

休会土12

決算特別委員会（調整）
(午後１時30分）委員長報告・討論採決

委員会
本会議

金18

決算特別委員会委員会

(午前９時30分）委員長報告・討論採決
(本会議終了後）決算特別委員会

本会議
委員会

火

新
議
長
あ
い
さ
つ

基
山
町
議
会

議
長

鳥

飼

勝

美

開
か
れ
た
議
会
・
政
策
提
案
す
る
議
会
へ

５
月

日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た

11

鳥
飼
勝
美
で
す
。

議
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
議
長
と
し
て
公
正
か
つ
活
力

あ
る
議
会
運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

基
山
町
の
現
状
は
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

問
題
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
︵
町
営
住
宅
・
葬
祭
公
園
・
町
立

保
育
園
等
︶
の
改
修
、
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
活
性
化
な
ど
取

り
組
む
べ
き
重
要
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
町
政
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
町
長
と
の
真
摯
な
議
論
に
よ
り
有
効
な
政
策
を
推
進
し
、

安
全
・
安
心
か
つ
活
力
あ
る
基
山
町
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

そ
れ
に
は
、
町
民
の
皆
様
の
考
え
、
意
向
を
充
分
汲
み
取
る

努
力
を
行
い
、
ま
た
議
会
の
積
極
的
な
情
報
公
開
を
推
進
し
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
﹁
議
会
報
告

会
﹂
、
﹁
休
日
議
会
﹂
等
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
﹁
基
山
町
議
会
基
本
条
例
﹂
制
定
を

視
野
に
調
査
、
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
町
議
会
に
対

し
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
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委

員

長久
保
山
義
明

副
委
員
長松

石

健
児

委

員河
野

保
久

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員牧
薗

綾
子

委

員末
次

明

委

員

大
久
保
由
美
子

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

初
の
特
集
ペ
ー
ジ
に
さ
い
し

梅
雨
の
中
休
み
、
雲
ひ
と
つ
な
い
午
後
、

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
事
業
の
特
集
記

事
に
差
し
込
む
写
真
を
撮
影
し
に
息
を
切

ら
し
な
が
ら
山
頂
を
目
指
す
。

古
の
山
城
は
、
あ
た
た
か
く
迎
え
入
れ
、

悠
久
の
時
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
こ
に
吹
く

風
、
凛
と
し
た
空
気
、
青
々
と
し
た
緑
を

存
分
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

気
持
ち
を
整
理
す
る
た
め
に
行
く
場
所

が
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
あ
り
が
た
い
。
毎

朝
、
手
を
合
わ
せ
一
礼
で
き
る
場
所
が
あ

る
こ
と
が
嬉
し
い
。

築
造
１
３
５
０
年
の
節
目
の
年
に
ふ
さ

わ
し
く
、
町
民
み
ん
な
で
こ
の
基
肄
城
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
た
い
。

｢
歴
史
的
風
致
﹂
と
い
う
言
葉
が
よ
く

似
合
う
場
所
に
感
謝
し
な
が
ら
。
(
久
保
山
)

基山町議会 委員会の新構成 ◎ 委員長 ○ 副委員長

議 長：鳥飼 勝美 副議長：品川 義則 議会選出監査委員：末次 明

町

議

会

全員協議会

第５次基山町総合計画特別委員会

議会運営委員会

常

任

委

員

会
広報広聴常任委員会

厚生産業常任委員会

総務文教常任委員会

全議員

◎品 川 義 則 重 松 一 徳 河 野 保 久

○松 石 信 男 木 村 照 夫 久保山 義 明

◎久保山 義 明 河 野 保 久 牧 薗 綾 子

○松 石 健 児 末 次 明 大久保 由美子

◎河 野 保 久 品 川 義 則 大 山 勝 代

○木 村 照 夫 大久保 由美子 松 石 健 児

◎重 松 一 徳 松 石 信 男 久保山 義 明

○牧 薗 綾 子 桒 野 久 明 末 次 明

議案等の協議及び調整をする

第５次基山町総合計画について審査する。

議会運営について協議する。

議会広報を編集･発行し、議会報告会などを実施する。

住民生活課・健康福祉課・こども課・産業振興課・建設課の所管について審査・調査。

総務企画課・財政課・税務課・まちづくり課・教育学習課・出納室の所管について審査・調査。

◎牧 薗 綾 子

○桒 野 久 明 ほか議長をのぞく全議員

新たな議員の顔ぶれ


